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マ
ル
コ
の
壁
面
払
嗣

一、

問

題

と

方

1
t
A
 

(
2
)
 

共
観
福
音
書
に
一
記
録
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
教
説
の
約
三
分
の
一
は
、
所
謂
「
警
」
百
貨
与
巾
「
官
足
立
巾
)
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
題
材
は
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
引
き
、

古
く
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
「
イ
エ
ス
の
警
」

を
扱
っ
た
書
物
は
無
数
に
あ
る
o

今

ま
で
の
研
究
は
、

一
般
に
、
福
音
書
の
中
か
ら
母
国
を
採
集
し
、
そ
れ
ら
が
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
と
い
う
前
提
の
下
に
、
各
々
の
元

来
の
意
味
を
問
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
研
究
は
、

そ
れ
な
り
に
業
績
を
生
み
出
し
、

い
く
つ
か
の
結
論
を
、
共
通

の
遺
産
と
し
て
確
保
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

イ
エ
ス
の
警
を
解
釈
す
る
た
め
の
基
本
的
方
法
を
確
定
し
た
A
-
ユ
l
リ
ッ
ヘ
ル
の
功
績
は
大
き
い
。
彼
は
、
そ
れ
ま

(
4〉

で
の
長
い
解
釈
の
歴
史
に
お
け
る
壁
画
と
「
寓
職
」
(
〉
ロ
品

2
F
乙
-
品
。
ミ
)
の
混
同
に
終
止
符
を
打
っ
た
o

即
ち
、
イ
エ
ス
の
壁
一
回
の
細
部

そ
の
中
で
も
、

-100-

に
寓
職
的
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
完
全
に
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
o

解
釈
者
の
任
務
は
、
各
々
の
警
に
お
い
て
、

そ
の
中
心
的
主

張
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
点
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
瞳
一
回
は
、
現
実
の
生
活
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
柄
を
、
抽

(

w

Q

)

 

わ
か
り
易
く
説
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

象
的
に
で
は
な
く
具
体
的
に
、

等
は
、 ユ

l
リ
ヅ
ヘ
ル
の
業
績
は
、
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
や
は
り
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
た
o
A
-
M
@
ハ

γ
タ

I

ユ
l
リ
ヅ
ヘ
ル
の
説
を
次
の
点
に
お
い
て
批
判
し
て
い
る
。

①
 

ュ
I
リ
ッ
ヘ
ル
は
、

イ
エ
ス
の
壁
一
回
の
原
型
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
司
ぬ
も
Q
E
乙
φ

に
求
め
た
が
、

む
し
ろ
、
ラ
ピ
の
自
白
山
口
]
(
ア
ラ

ム
語
で
は
自
己
正
問
)
に
求
め
る
べ
き
で
あ
っ
た

O
B誌
と
は
、
比
喰
的
な
言
葉
、

」
と
わ
ざ
、
寓
端
、

さ
ら
に
黙
示
的
預
言
ま
で



を
も
含
む
広
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
セ
プ
チ
ュ
ア
ギ

γ
タ
及
び
新
約
聖
書
の
肖
ξ
良
子
立
は
、
告
白
山
向
日
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
意

味
を
受
け
継
い
だ
。
従
っ
て
、

イ
エ
ス
の
警
が
寓
轍
的
要
素
を
全
く
含
ん
で
い
な
い
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
o

② 

ユ
l
リ
ヅ
ヘ
ル
の
警
の
解
釈
は
、
常
に
一
般
的
道
徳
的
真
理
に
導
く
が
、
こ
れ
は
、
解
釈
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
o

さ
れ
、

C
-
H
・
ド
ッ
ド
と
J
・
エ
レ
ミ
ア
ス
の
著
作
に
お
い
て
、

ユ
l
リ
ッ
ヘ
ル
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
基
本
的
方
向
は
、

結
実
を
見
た
。

そ
の
後
も
継
承
発
展

」
れ
ら
の
批
判
が
あ
る
程
度
あ
た
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

ド
ッ
ド
土
、t
 
警
を
、

イ
エ
ス
の
伝
道
が
引
き
起

し
た
現
実
の
危
機
的
状
況
に
関
係
さ
せ
る
。
「
警
の
解
釈
者
の
仕
事
は
、

福
音
書
の
見
つ
め
て
い
た
状
況
の
中
に
壁
面
の
背

〈

8
)

そ
の
状
況
の
中
に
立
っ
て
い
た
者
に
示
唆
さ
る
べ
き
適
用
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
o
」
ド
ッ
ド
は
、
神
の
国

に
関
係
す
る
多
く
の
讐
を
、
所
謂

RHgragnzz-。
qww
の
仮
説
を
も
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

で
き
る
だ
け
、

景
を
発
見
し
、

さ
ら
に
、

エ
レ
ミ
ア
ス
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も
、
ド
ッ
ド
の
基
本
的
、
方
法
的
洞
察
か
ら
の
後
退
は
あ
り
え
な
い
と
し
て
、
同
じ
く
警
の
背
景
を
、

イ
エ
ス
の
伝
道
の
特
別
な
状
況
に

見
出
す
。
た
だ
し
、
彼
は
、
後
の
教
会
に
お
け
る
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
警
が
如
何
に
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
、
特
に
示
そ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の
替
の
性
格
は
、
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
み
え
る
。

混
同
を
避
け
る
と
い
う
点
で
は
、
解
釈
者
の
試
み
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
イ
エ
ス
自
身
の
語
っ
た
響
を
、
で
き
る
だ
け
純
粋
な

形
で
と
り
出
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
も
な
お
次
々
に
現
わ
れ
る
イ
エ
ス
の
警
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
問

題
意
識
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
ユ

l
リ
ッ
ヘ
ル
に
対
す
る
ハ
ン
タ
ー
の
第
一
の
批
判
は
、
実
際
に
テ
キ
ス
ト
に
お

こ
の
よ
う
に
し
て
、

ュ
I
リ
ッ
ヘ
ル
以
来
、
警
と
寓
輸
の

い
て
、
壁
一
回
と
寓
鳴
を
は
っ
き
り
と
分
け
る
こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
と
い
う
事
態
を
示
し
て
い
る
o

ま
た
、
壁
一
一
目
自
体
が
、
さ
ら
に
細

か
く
分
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
「
こ
の
よ
う
な
事
実
を
生
か
し
つ
つ
イ
エ
ス
の
警
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
新
し
い
方
法
の
導
入
が
必
要

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
壁
基
調

と
さ
れ
る
。

従
来
の
福
音
書
研
究
の
焦
点
は
、

イ
エ
ス
を
め
ぐ
る
史
実
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
福
音
書
の
記
事
が
、
単
な
る
史
実
の
記
録
で
は

な
く
、
伝
承
過
程
に
お
い
て
幾
重
に
も
手
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
結
果
は
、
い
つ
も
蓋
然
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
所
謂
「
編
集
史
」
(
何
色
停
止
o
g
m巾
n
r
r
Z自
)
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
伝
承
過
程
が
細
か
く
分
析
さ
れ
、
福
音
書

記
者
の
神
学
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
治
即
ち
、
こ
の
方
法
は
、
福
音
書
の
記
事
、
が
、
最
終
的
に
は
福
音
書
記
者
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
出
発
す
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
警
の
研
究
に
あ
て
は
め
る
場
合
、
さ
し
あ
た
っ
て
問
題
に
な
る
の

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

は
、
イ
エ
ス
の
警
で
は
な
く
、
イ
エ
ス
の
警
に
つ
い
て
の
福
音
書
記
者
の
見
方
な
の
で
あ
る
o

福
音
書
の
記
事
の
中
に
寓
鳴
的
要
素
が
あ

る
と
い
う
事
実
も
、
編
集
史
的
方
法
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
側
面
か
ら
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
種
ま
き
の
壁
一
間
」
を
中
心
と
す
る
警
の
記
事
及
び
そ
の
平
行
記
事

(yp
弘
F
F
F
・品目)
で
あ
る
。

」
の
箇
所
で
は
、
警
そ
れ
自
体
と

-102-

イ
エ
ス
の
警
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
る
さ
い
に
、

古
く
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
た
箇
所
は
、

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
第
四
章
の

共
に
、
瞳
一
同
の
解
釈
の
例
が
示
さ
れ
、

さ
ら
に
、

壁
一
般
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

」
の
壁
一
聞
の
解
釈
が
寓
轍
的
で
あ
り
、

ま

た
、
瞳
一
田
の
目
的
が
一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
食
い
違
う
た
め
、
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
編
集
史
的
研
究
が
行
わ
れ
る
以
前
か

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」

ど
伝
承
の
段
階
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
承
の
結
果
と
し
て
の
マ

ら
、
こ
こ
に
は
伝
承
の
い
く
つ
か
の
層
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

の
中
で
は
、
こ
れ
ほ

ル
コ
の
記
事
か
ら
、

さ
ら
に
、

マ
タ
イ
、

ル
カ
の
平
行
記
事
が
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
論
文
の
意
図
は
、
編
集
史
的
方
法
に
従
っ
て
、

イ
エ
ス
の
警
の
記
事
に
表
わ
れ
た
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
の
神
学
を
問
い
、
そ
れ
を

「
マ
ル
コ
の
陣
営
論
」
と
し
て
示
す
こ
と
で
あ
る
。

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
に
お
い
て
、

主
主
布
。
ぶ
と
い
う
言
葉
は
、

十
三
回
用
い



ら
れ
て
い
る
。

(
-
-
r
N
ω
w
-〈
-
N
W
H
C
W
H
H
W
H
ω
白

v
]戸

ω
寸

w

∞。
w
ω
ω
リ

ω
A
v
i
-
-
]て
ア
凶
巴
・
]
ケ

]FNU

凶
三
-

N

∞)

と
、
こ
こ
で
は
、
ま
さ

R
E
2
の
概
念
は
、
か
な
り
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
毎
日
と
い
う
説
話
形
式
そ
の
も
の
に
つ

こ
れ
ら
を
比
較
し
て
見
る

い
て
論
じ
た
箇
所
は
、
守
・

5
1
5
と
ぞ
・

ωω
円
で
あ
り
、
警
の
解
釈
を
述
べ
た
箇
所
は
、
ぞ
・

z

l

N

C

と

ι・
口

1
5
だ
け
で
あ
る
。

第
四
章
に
集
め
ら
れ
た
壁
一
回
と
共
に
最
も
と
と
の
っ
た
畳
間
の
一
つ
で
あ
る
「
ぶ
ど
う
園
の
警
」

(
同
比

-Hll
ロ

「
祭
司
長
、
律
法
学
者

t主

い
う
説
話
形
式
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
た
め
に
は
、

さ
し
あ
た
り
、

長
老
た
ち
」
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
理
解
さ
れ
、
解
釈
は
附
与
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
の
神
学
に
即
し
て
、
警
と

や
は
り
「
種
ま
き
の
警
」
の
箇
所
を
中
心
に
考
察
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
1
〉
木
稿
は
、
一
九
六
五
年
十
一
月
四
日
東
北
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
日

本
基
督
教
学
会
第
十
三
回
学
術
大
会
に
お
け
る
研
究
発
表
を
も
と
と

し
、
そ
の
さ
い
に
受
け
た
質
問
を
考
慮
し
つ
つ
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。

(

2

)

イ
エ
ス
の
響
の
数
は
、
研
究
者
の
数
え
方
に
よ
っ
て
異
な
る
。
こ
こ

で
は
、
教
説
全
体
の
約
三
分
の
一
と
い
う
概
数
を
示
す
に
と
ど
め
、
警

の
分
類
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

(

3

)

〉
・
』
包
片
目
出
口

b
H向
。
町
四
R
P
3
凡師、町、
S
N
H
h
h毘
-
H
H
∞∞∞
w

H
∞由也回
(
H

H
2
0
)
U
H
H
H
∞坦坦
(
H
H
U
H
3
・
H
H
H
Z
∞ω
・

(

4

)

イ
エ
ス
の
響
の
解
釈
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

k
r
z
-
R
Z♂
口
、
・
丘
町
ζ

H
U由
ω
w
H
ω
-
N
O
ω
1
ω
M
M
-

〉
-
Y
向
・
出
口
口
同
0
3
L
『お同町、、』守、
h
H叫
s
h
志
向
、
白
神
、
.

a
N
3
H
S
o
b
-
N
H
ム
ゲ
高
柳
・
川
島
訳
二
七
|
六
一
頁
。
政
吉
田
を
寓
倫
的
に

北
大
文
学
部
紀
要

解
釈
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
ア
レ
グ
サ
ン
ド
リ
ア
の
ア
イ
ロ
ン
の
影
響

に
よ
っ
て
生
じ
、
エ
イ
レ
ナ
エ
オ
ス
、
テ
ル
ト
リ
ア
ヌ
ス
を
経
て
、
ク
レ

メ
ン
ス
と
オ
リ
ゲ
ネ
ス
に
至
っ
て
頂
点
に
達
し
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
も
、
や
は
り
基
本
的
に
は
こ
の
線
に
そ
っ
て
い
る
。
(
中
川
秀
恭
、
「
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
け
る
解
釈
学
に
つ
い
て
」
、
石
原
謙
先
生
献
呈

論
文
集
『
西
洋
中
世
思
想
の
研
究
』
、
一
九
六
五
年
、
九
二
|
一

O
五
頁
〉

し
か
し
、
オ
リ
ゲ
ネ
ス
等
の
寓
喰
的
解
釈
は
、
「
猿
芝
居
を
演
じ
る
聖

職
手
品
師
」
(
ル
タ
l
〉
、
「
聖
書
的
錬
金
術
」
(
ハ
ル
ナ
ヅ
ク
)
と
い
わ

れ
な
が
ら
も
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
否
定
的
意
味
の
み

を
有
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
(
戸
声
。
5
2
u
h
め』
w
q
ミ
同
町
h
H
q
ミ

ミ

H
p
n
Nミミ』守
w
d
H
b
町
民
喜
久
町
宮
町
民
b
N
向
"
s
g噌
茂
泉
・
倉
松
訳
八
八

l

一O
四
頁
)
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マ
ル
コ
の
陸
自
論

(

5

)

 

(

6

)

 

(

7

)

 

kr
・
』
ロ
ロ
円
「
耳
切
己
、
.
R
H
-
u
H
ω
・
ロ
J可

IHH
∞-

〉・
7
向
・
出
口

E
R
q
H
F
町民同

-b・8
1
8
w
高
柳
・
川
島
訳
五
四
五
五
頁
等

ゎ
・
出
-
U
O
L【
F
M
J』
町
、
号
、
bN凡な

q
¥
H
P由
同
な
内
札
口
選
wHUω
日切

mq

A

戸
田
丘
一

E
E
Cロ
HCω
白

(
H
H由
ω
∞
)
u
5
2
(司
O
ロ
g

g
出

DDHU)唱
室
野
・

木
下
訳
。
』
-
V
5
5
2♂

b
N
向
。
同
町
民
町
、
ザ
お
守
的
司
、
h
h
s
s
h
w
H由
自

N0
・

(

8

)

(

リ
・
出
・
ロ
D
門
戸
口
、
・
門
戸
・

5

2
・
℃
-Nω
ヘ
室
野
・
木
下
訳
三
二
頁
。

(
引
用
文
は
邦
訳
書
と
同
じ
で
は
な
い
。
)

(

9

)

壁
一
円
と
寓
怜
の
相
違
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
警
は
、
た
だ
一
つ
の
点
だ
け
を
比
較
し
、
細
部
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立

の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
寓

喰
で
は
、
す
べ
て
の
細
部
が
そ
れ
に
対
応
す
る
意
味
を
持
つ
。

②
一
世
青
山
は
、
我
々
の
経
験
の
世
界
に
お
い
て
観
察
で
き
る
も
の
を
完
全

に
写
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
寓
喰
は
、
想
像
の
世
界
に
入

り
こ
ん
で
も
よ
い
。

③
寓
喰
は
、
単
な
る
装
飾
的
例
話
で
あ
る
が
、
警
は
、
論
証
の
性
格

を
持
っ
て
い
る
。
警
は
、
描
写
さ
れ
て
い
る
状
況
の
判
断
へ
聴
き
手

を
誘
い
、
直
接
的
に
又
は
暗
示
に
よ
っ
て
聴
き
手
に
挑
み
か
か
り
、

そ
の
判
断
を
当
面
の
問
題
に
適
用
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

(
ゎ
・
出
-
u
o在
、
む
や
丘
町
-
w
u・
g
t
N
Y
室
野
・
木
下
訳
二
コ
一
l
l
二
九

頁〕比
較
的
新
し
い
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
開
・
口
口
出
向
E

B
m
g口
"
の
な
凡
hhw誌
な
師
向
、
町
匂
相
手

S
2
w
s
g
y
u
-
0・
〈
HPM3PRW

(
叩
)

hubw、白
N
A
h
h
~
M
J
b
s
、
』
い
凡
な
言
、
、
rybwN
丸
岡
H
r
H同誌に
a
h
b九
吉
町
三
凡
DWNW

-
甲
田
口
1
.

(

μ

)

警
は
、
通
常
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
が
、
ド
ッ
ド
は
、
こ
れ
ら
の

聞
に
明
確
に
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

①
比
喰
的
な
言
葉
(
回

5
4く
o
p
b
m
E
g
t耳
目
ヨ
ロ
問
)

}
隠
愉
(
去
2
3
Z
F
B
O門名
roH)

-
直
(
明
)
喰
(
自
己
口
r口
5wmFHUFF)

②

比

喰

(

の

E
口
E
5
2
5
E
Z門目。)

③

警

話

(FEZ-w
宮
g
r
Z
)

(
ゎ
・
民
-
U
D
L
ι
・
む
も
・
円
mH-w
司

-
g
t
H
∞
"
室
野
・
木
下
訳
一
九
|
一
一
一
一
頁
O

H
W
切己
F
B
g
p
b誌
の
h
R
E
S
H偽
札
町
、
旬
、
詰
bbHNh円
暑
さ
同
コ
ミ
h叫凡な室、

]
F
U
ω
]
f
H
U
G
H
f
ω
-
H
J可
申

t
N
N
N・)

(
ロ
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
し
ば
し
ば
書
い
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で

は
繰
り
返
さ
な
い
。
拙
稿
「
マ
ル
コ
の
終
末
観
|
第
十
三
章
の
編
集
史

的
考
察
」
、
「
宗
教
研
究
』
一
八
八
号
、
一
九
六
六
年
、
一
二
五
八
頁
。

同
「
マ
ル
コ
福
音
書
に
お
け
る
地
理
的
表
象
|
ガ
リ
ラ
ヤ
問
題
を
中
心

と
し
て
」
、
「
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
九
巻
第
二
・
三
号
、
一
九
六
六
年
、

一
O
三

l
一
一
九
頁
。

な
お
、
最
近
、
編
集
史
的
方
法
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め

上
げ
た
研
究
蓄
が
出
版
さ
れ
た
。
』
・
同
C
F《

F
N
)凡
問
、
偽
札
白
定
凡
b
s
h
町民
a

』町民円
PN丘町骨肉

hhhhhw。弘司
w]{申出品・

(
臼
)
』
-
V
B
B
呂田
w
b
H》・町民戸、

ω
・
己
〉
ロ
ヨ
・
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一一、

「
種
ま
き
の
警
」

の
伝
承

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
第
四
章
等
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
警
の
集
成
は
、
元
来
別
々
な
時
に
語
ら
れ
た
警
が
伝
承
の
段
階
で
集
め
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
内
容
的
に
も
、

(せ・

ω
l
∞)
と
「
ひ
そ
か
に
成
長
す
る
種
の
警
」

(
t
・

8
1包
)

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

R
a
オ
ッ
ふ
¥
l
は
、
「
種
ま
き
の
誓
」

と
が
も
と
も
と
一
体
を
な
し
て
い
た
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う

な
も
と
の
形
を
想
定
す
る
こ
と
は
、

た
と
考
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
(
円
。
従
っ
て
、
「
種
ま
き
の
誓
」
の
伝
承
過
程
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ド
ッ
ド
、
が
い
う
よ
う
に
、

勝
手
な
再
構
成
で
あ
り
、

一
つ
の
陣
営
が
よ
り
単
純
な
も
の
に
分
割
さ
れ

さ
し
あ
た
り
、

こ
の
部
分
を

マ
ル
コ
の
伝
え
る
「
種
ま
き
の
警
」
の
箇
所
(
ぞ
-
H
N
C
)

は
、
通
常
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、

そ
れ
ら
を
少
し

-105 -

単
独
に
と
り
あ
げ
て
分
析
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

詳
細
に
検
討
じ
て
み
よ
う
。

)
 

噌

i，
F
4

、、

種
ま
き
の
瞳
国
(
宮
w-
ぞ
-
H
!
?
ぇ
・
冨
ゲ
丘
町
r
H
l
p
F
r
・

4
円
以
・
品
l
∞)

イ
エ
ス
の
言
葉
の
真
正
な
記
録
を
含
む
可
能
性
が
強
い
。
用
い
ら
れ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
語
が
ア
ラ
ム
語
の

名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
す
る

V
-
テ
イ
ラ
ー
の
主
張
に
は
多
少
疑
問
が
あ
る
と
し
て
も
、

「
種
ま
き
の
警
」
自
体
は
、

コ
プ
ト
垣
間
の

「
ト
マ
ス
に
よ
る
福
音
書
」
等
に
類
似
の
警
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
か
な
り
信
頼
の
お
け
る
伝
承
に
属
す
る
こ
と
を
証
し
て

い
る
。
他
方
、
「
第
四
エ
ズ
ラ
書
」
に
も
関
連
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
、
種
ま
き
の
表
象
は
、
ユ
ダ
ヤ
世
界
に
お
い
て
、
必
ず
し
も

珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
o

警
に
描
か
れ
た
情
景
は
、
耕
す
前
に
種
を
ま
く
と
い
う
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
の
特
徴

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
唇
同
一
論

を
反
映
し
て
い

M
V
と
も
か
く
、
こ
の
警
の
起
源
を
あ
ま
り
広
い
地
域
に
求
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

は円・叶

H
N
の
叙
述
と
関
係
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
o

史
的
報
告
で
は
な
く
、
象
徴
的
光
景
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
問
。
肖

E
S
と
い
う
表
現
は
、

z・
5
又
は
巴
・
斗
を
念
頭
に
お

一
節
、
二
節
の
状
況
設
定
は
、
編
集
的
で
あ
り
、

従
っ
て
、

」
れ
は
、

い
て
い
る
o

九
節
も
、
次
の
文
章
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
た
め
に
、
後
に
別
な
伝
承
か
ら
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。

マ
ル
コ
の
記
述
を
忠
実
に
と
り
入
れ
て
い
る
が
、

き
、
撞
一
回
そ
れ
自
体
を
も
簡
略
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、

マ
タ
イ
の
平
行
記
事
は
、

ル
カ
の
平
行
記
事
は
、

海
ベ
に
お
け
る
情
景
描
写
を
省

ル
カ
が
独
立
の
資
料
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

「九、。

φ
ん
t
v

(2) 

警
の
目
的
(
冨
片
山
4
・
5
l
H
N
V
円
同
・
冨
同
・
匹
目
・

5
l
H
F
F
F
-
i
-
r
R
)

非
常
に
多
く
の
困
難
な
問
題
を
含
み
、

る
。
即
ち
、
こ
の
箇
所
は
、
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
さ
ら
に
、
内
容
上
の
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

」
の
箇
所
は
、

様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

ま
ず
、

起
源
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
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イ
ニ己

ス
が
何
故
田
昌
一
回
で
語
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
答
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
答
は
、
福
音
書
の
他
の
箇
所
か
ら
理
解
さ
れ
る
壁
一
回
の
性
格
と

矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
箇
所
に
よ
れ
ば
、
警
は
、
救
い
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
人
聞
が
イ
エ
ス
の
教
え
を
理
解
し
な
い
よ
う
に

語
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
警
は
、
寓
喰
と
違
っ
て
、
実
生
活
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
元
来
、
人
を
迷
わ
せ
る
た

め
の
も
の
で
は
な
く
、
反
対
に
、
事
柄
を
具
体
的
に
わ
か
り
易
く
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
o

こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
、
主
と
し
て
言
葉
の
用
法
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
が
試
み
ら
れ
た
。

「
十
二
弟
子
資
料
」

(
N君。-同町
H
A戸
。
-
-
巾
)

と

「
弟
子
資
料
」

合
成
さ
れ
た
も
の
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。
か
つ
て

E
-
マ
イ
ヤ

1
は
、
こ
こ
に

と
の
結
合
を
見
た
。

(
同
位
ロ

m
R門
吉
叩
口
巾
)

R
-
ブ
ル
ト
マ

γ
は、

-
F

〉

q
巳
H
L

叶。
h

目
的

十
節
の
と
ミ
志
向
忌
叶
か
で

q
Vヒ
ヨ

町

内

匂

《

b
b
m
h
R

は、



RM匂
mha
を、

〔

uv

マ
ル
コ
に
よ
る
附
加
と
考
え
る
。

逆
に
、

三
月
号
V
Q
p
b
ヒ
を
、
後
か
ら
附
加
さ
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
そ
の
場
ム
ロ
に
は
、

む
し
ろ
、
と
ま
ら
m
h
Q
q
s
s
r
R
l
Q
U叶
守
と
な
る
方
、
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
こ
の
言
葉
に
は
、
何
ら

か
の
形
で
伝
承
の
推
移
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
く
一
言
葉
が
、
守
号
E
ヒ
門
岡
県
叶
守
:
:
:
叶
命
的
言
活
守
誌
の
と
複

数
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
匂
』

」
の
複
数
形
が
、

マ
ル
コ
に
よ
る
も
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
の
資
料
に
よ
る
も
の
か

は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
話
題
が
「
積
ま
き
の
響
」
か
ら
警
一
般
へ
移
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。十

一
節
で
は
、

3
2
4も
内
定
と
月

ξ
R
Tぷ
と
が
対
比
的
に
語
ら
れ
る

o
1
5
2
4も
円
。
ビ
と
い
う
言
葉
は
、

共
観
福
音
書
で
は
、

こ
の
箇
・

所
と
平
行
記
事
だ
け
に
見
ら
れ
、
そ
の
他
新
約
で
は
、
パ
ウ
ロ
書
簡
と
そ
の
影
響
下
に
あ
る
書
簡
及
び
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
L

に
現
わ
れ

て
い
初
v

問
題
は
、

r
z
E
E宮
内
的
で
あ
る
が
、
今
日
の
研
究
者
は
、
こ
の

2
E
E立
の
起
源
を

g
印
刷
乙
に
求
め
、
こ
こ
で
は
、

所
謂
「
瞳
一
日
」
の
意
味
で
は
な
く
、
「
謎
め
い
た
言
葉
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

去
り
巾
ロ
巾
口
出
}
)
巾
ア
門
日
目
。
門
町
E
H
E
巾
口
出
百
円
「
項
目
円
門
日
間
-
-
g
E
H
M件付目色町出向
ZHHμ
え
巾

N52-ww

(
傍
線
は
筆
者
)

ニL

レ

アと
訳三
さ V~

よる
れJ¥  

きは

な 加
の」

の
で
七筒

:28所
も)は
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こ
の
よ
う
な
推
定
自
体
は
正
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
伝
承
の
経
過
に
て
ら
し
て
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
さ

へ
守
フ
ラ
イ
語
テ
キ
ス
ト
に
も
セ
プ
チ
ュ
ア
ギ
シ
タ
に
も
よ
っ
て
お
ら
ず
、
終
り
の
部
分

〔却〉

号
炉
丸
山
口
m
a
a
b叶
色
町
内
、
が
タ
ル
グ
ム
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
。

ら
十に
二問
節わ
はれ
、 な

F け
山.れ

戸-ば
~な
に ら

のな
引 い
用。

で
あ
る
カミ

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

P
R
と
ミ

4
2
2

エ
レ
ミ
ア
ス
は
、
こ
の

P
R
を

P
R
己司、
E
S
の
短
縮
形
で
あ
る
と
考
え
、

E
∞
丘
仕
切
回
一
巾
(
当
日
巾
唱
団
円
]
丘
与

2

回同

m
w
r
s
W
8
F口
口
旦
乱
。
ロ
ゲ
ロ
山
口
吉
田
叩

Z
P
Z
Zロ
己
同
氏
含
岳
ロ
F
n
Z
4
m
g
g
r
2
3
(傍
線
は
筆
者
)
と
訳
そ
う
と
す
る
。
他
方
、
冨
?

の
訳
し
方
で
あ
る
o

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
等
論

丘
町
山
・
お
に
な
ら
っ
て
、

P
Q
を

Ja--u
の
意
味
に
と
ろ
う
と
す
る

E
・
ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
考
え
も

b
d。
ま
た
、
ミ
雪
。
叶
m

は、

エ
レ
ミ
ア
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
♂
凹
白
色
仏

g
P
E
a
-
u
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
試
み
は
、
い
ず
れ
も
、
普
通
の
語

法
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
の
箇
所
の
意
味
を
何
ど
か
し
て
変
え
よ
う
と
す
る
動
機
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
動
機
自
体
を
も
う

一
度
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
タ
イ
の
平
行
記
事
は
、
言
葉
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
詳
し
く
さ
れ
て
い
る
が
、

は
、
別
な
文
脈
か
ら
と
り
出
さ
れ
て
、

ル
カ
の
平
行
記
事
は
、
反
対
に
、
簡
略
化
さ
れ
て
い

る
o

冨同
-

u

丘町・

5

セ

フ

チこ
工'-

ア Uこ
ギ挿
ン入
タ さ

U f 
と も
ずの
く宍で、)あ

る
O 

(
口
問
・
冨
F
-
4・
自
-
F
F
・三位・

5)

冨
同
・
凶
門
広

-
H
t・
は
、
同
巾
∞
-
i・
2
・
の
詳
し
い
引
用
で
、

マ
ル
コ
の
内
H
L
Q

は、

マ
タ
イ
で
は
、

。=
叶
内

に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

イ
エ
ス
が
壁
一
回
で
語
る
の
は
人
々
の
鈍
さ
の
故
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
示
唆
さ
れ
る
。
ル

(3) 

種
ま
き
の
陣
営
の
解
釈

(
]
Y

向日内・日
4
・
Z
I
N
C
れ口町

-yp-M-ロ・
E
N
ω
w
F
F
・
4
-
広
・
ロ

15)
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カ
は
、
守
R

を
保
有
し
て
い
る
が
、
忘
吉
宗
で
始
ま
る
言
葉
を
省
い
て
い
る
。

こ
の
箇
所
が
二
次
的
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
思
わ
れ
る
o

そ
れ
は
、
ブ
ル
ト
マ

γ
に
よ
れ
ば
、
解
釈
が
警
を
寓
輸
に
す
る
か
ら
で
・

は
な
く
、

ま
た
、
解
釈
の
附
加
自
体
が
奇
怪
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
も
な
い
。
ラ
ピ
伝
承
に
お
い
て
も
、
底
面
は
、

し
ば
し
ば
解
釈
を
附
加

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
は
、
そ
の
よ
う
な
律
法
学
者
的
解
釈
と
同
じ
で
あ
る
o

エ
レ
ミ
ア
ス
は
、
こ
の
箇
所
を
二
次
的
な
附
加
と
す
る

理
由
と
し
て
、
次
の
五
つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
適
切
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
旬
。

① 

独
立
し
た
と
々
。
の
は
、
福
音
を
示
す
た
め
に
、
原
始
教
会
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、

な
か
』
々
。
り
は
、
イ
エ
ス
の
言
葉
と
し
て
は
、
こ
こ
以
外
に
な
い
。

し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
た
術
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

② 

こ
の
箇
所
の
言
葉
に
は
、
共
観
福
音
書
で
は
こ
こ
以
外
に
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
新
約
諸
文
書
、
特
に
パ
ウ
工
脅
簡
で
し
ば
し



ば
見
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
多
い
。
宣
教
の
意
味
の

2
F
2
G、
内
面
的
確
立
の
意
味
の

y
n
a噌
司
志

2
3
Eア
丸
誌
♀
唱
え
ロ
・
が
そ
う

で
あ
る
o

③ 

種
ま
き
を
宣
教
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、

イ
エ
ス
の
語
法
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

(丘一・

74[
円・凶日比・

ω、
吋
)

イ
エ
ス
は
、

む
し
ろ
、
宣
教

を
収
穫
物
の
と
り
入
れ
に
警
え
る
o

(
円『・冨件

-w・
ω
記
ニ
ロ
内

-
M
-
p
r
r・
2
・
ω戸

ω
∞)

④ 

こ
の
解
釈
は
、
警
の
終
末
論
的
要
点
を
見
落
し
て
い
る
。
強
調
点
は
、
終
末
論
的
な
も
の
か
ら
心
理
的
な
も
の
に
置
き
変
え
ら
れ
る

こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
警
は
、
改
宗
者
が
、
心
の
状
態
に
よ
っ
て
、
回
心
が
真
剣
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
勧
告
に
な
っ
て
い
る
。

⑤ 

「
ト
マ
ス
に
よ
る
福
音
書
」
は
、
臣
官
を
解
釈
な
し
で
伝
え
て
い
る
o

こ
の
解
釈
が
二
次
的
な
附
加
で
あ
り
、

し
か
も
、
「
種
ま
き
の
誓
」
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
す
れ
ば
、
「
種
ま
き
の
警
」
の
本
来
の
意
味
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は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
、
実
に
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
調
停
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
総
例
え
ば
、

A
・
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
は
、
「
徹
底
的
終
末
論
」

(
W
0
5
2
5
3
開

R
E
o
-
。
腎
)
の
立
場
か
ら
、

「
種
ま
き
の
警
」
が
、
「
ひ
そ
か
に
成
長
す
る
種
の
警
」
や
「
か
ら
し
種
の
母
国
」
と
共
に
、
「
神
の
国
の
秘
密
」
を
指
し
示
し
て
い
る
と
い

%
v
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
ッ
ド
は
、
「
実
現
さ
れ
た
終
末
論
」

(HE--N
丘

g
与
え

o-omq)
に
も
と
ず
い
て
、
「
種
ま
き
の
警
」
が
「
神
の

国
の
到
来
」
を
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
。
彼
は
、
こ
の
警
を
、
「
毒
麦
」
、
「
ひ
そ
か
に
成
長
す
る
種
」
、

「
か
ら
し
種
」
、

一「
。ノ、

γ
種
」
、
「
魚
網
」
の
警
と
共
に
、
「
成
長
の
警
」

(
3
5
2
2
え

の

3
4司
岳
)
と
名
づ
け
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
種
ま
き
の
誓
」
の
主
題
が

「
神
の
国
」
で
あ
り
、
そ
の
強
調
点
は
、
失
わ
れ
た
種
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
収
穫
の
豊
か
さ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

日4
・
5

N

O

の
解
釈
は
、
こ
の
よ
う
な
「
種
ま
き
の
壁
田
」
の
本
来
の
意
味
を
不
明
瞭
に
し
て
い
る
。

」
れ
は
、

や
は
り
一
種
の
寓
轍
的

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
警
論

解
釈
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
釈
の
中
に
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
団
の
経
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
…
官
警
の
解
釈
が

壁
画
か
ら
離
れ
て
独
立
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
が
こ
の
解
釈
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
な
い
の
で
、
結
局
、
す
で
に
教
団
の
中
で
陣
営
に
附
加
さ
れ
て
い
た
解
釈
を
、

マ
ル
コ
が
編
集
の
過
程
で
響
と
共
に
採
用
し
た
こ
と
に
な

る
。
守
・

5
l
H
N

は
、
こ
れ
と
は
別
な
伝
承
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

と
を
前
提
と
す
る
。
従
っ
て
、
警
と
解
釈
を
含
む
伝
承
に
十
節
の
間
い
が
加
わ
っ
て
い
た
か
、

十
三
節
の
記
述
は
、
警
の
意
味
が
す
で
に
問
わ
れ
て
い
る
こ

そ
れ
と
も
十
三
節
が
後
か
ら
附
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
ρ

マ
タ
イ
と
ル
カ
の
平
行
記
事
は
、

マ
ル
コ
に
も
と
ず
き
つ
つ
も
、

」
れ
を
簡
略
化
し
て
い
る
。
特
に
ル
カ
は
、

か
な
り
自
由
な
書
き
変

え
を
行
っ
て
い
る
。

マ
タ
イ
は
、
誓
の
解
釈
の
前
に
、

MAH
片
・
呂
町
・
の
言
葉
を
附
加
す
る
o

」
れ
は
、

F
F
P
凶

-
N
ω
円
に
お
い
て
、

別
な
文
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脈
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
o

以
上
の
考
察
か
ら
、
冨
}
内
・
守
-
H
1
N
O

は
、
三
つ
の
独
立
し
た
伝
承
か
ら
成
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
ら
は
、

伝
承
の
過
程

で
若
干
手
を
加
え
ら
れ
つ
つ
構
成
さ
れ
て
行
き
、
最
後
に
、
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
形
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
。
次
の

問
題
は
、
原
始
教
団
及
び
福
音
書
記
者
に
よ
る
伝
承
の
変
形
の
跡
を
判
別
し
、

そ
こ
に
働
い
た
意
図
を
推
定
す
る
こ
と
で
あ
る
o

就
中
、

最
終
的
に
テ
キ
ス
ト
を
決
定
し
た
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
が
壁
置
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
、

」
こ
で
は
問
題
の
中
心

に
な
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
、

「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
に
お
け
る
他
の
陣
営
の
箇
所
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
凶
〉

H
N

・
0
2
9
F
R
P
C
巴
誌
な
室
、
ミ
ghsshDぎ・
5
8
・
5印
tw

ω
・∞
ω.

(日
)

(

U

-

E

・ロ
D
L円
f

q

v
・円
H
F

・
-u

・
5印
w

室
野
・
木
下
訳
二
三
九
頁
。
(
こ

の
箇
所
の
邦
訳
は
、
完
全
に
誤
訳
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
)
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の
本
文
(
色
・
ω
l

∞)
だ
け
で
、
あ
と
の
箇
所
は
、

い
ず
れ
も
、

伝
承
過
程
で
附
加
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
、

ま
ず
は
じ

め
に
、
「
種
ま
き
の
警
」

の
解
釈
さ
-
Z
I
N
g
が
本
文
に
附
加
さ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

あ
る
教
団
の
神
学
に
も
と
ず
い
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
さ
い
、

十
節
の
内
容
も
と
も
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
o

九
節
は
、

さ
ら
に
後
で
附
加
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な

ぃ
。
十
一
節
、
十
二
節
は
、
別
な
伝
承
に
属
し
、
最
後
の
段
階
で
、
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
に
よ
っ
て
、
他
の
編
集
句
と
共
に
、
現
在
の
場

所
に
挿
入
さ
れ
た
。
十
一
節
、
十
二
節
が
マ
ル
コ
の
作
文
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
に
対
応
す
る
マ
タ
イ
・
ル
カ
の
平
行

記
事
が
、
マ
ル
コ
と
は
異
な
っ
た
相
互
の
類
似
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
む
と
そ
の
こ
と
か
ら
、
マ
ル
コ
と
は

別
の
伝
承
形
式
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
確
か
で
は
な
い
。
一
節
、
二
節
、
十
節
に
は
、
明
ら
か
に
マ
ル
コ
の
手
が
加
わ
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
o

マ
ル
グ
ス
セ

γ
は、

「
種
ま
き
の
警
」
及
び
そ
れ
に
続
く
箇
所
の
伝
承
過
程
を
判
定
す
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「
種
ま
き
の
警
」
の
箇
所
の
編
集
史
的
研
究
は
、

ル
コ
研
究
を
出
す
前
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
o

ま
ず
、

w
・
マ
ル
ク
ス
セ
ン
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
い
は
加
そ
れ
は
、
彼
が
、
有
名
な
マ

る
た
め
に
、
二
つ
の
方
法
を
用
い
る
。
第
一
の
方
法
は
、
導
入
句
を
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

@
h
Q
W
巴
q
g
G
4・。・

M
G

・日。
)
u
@
R
Q
w
h』
q
e
Q
U
S
F
T
N
・
口
・
出
立
)
"
@
h
a
』
々

m
h
Q
V
S町
内
(
門
戸
口
)
に
よ
っ
て
伝
承
が
区
別
さ
れ
る
o

①
は
響

③
は
い
ず
れ
で
も
な
い
に
d
)
第
二
の
方
法
は
、

即
ち
、

の
資
料
に
属
し
、

②
は
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
に
属
し
、

守
-

H

同
町
・
と
三
回
・
に
同
町
・
の
類
似

マ
ル
グ
ス
セ
ン
は
、
こ
れ
ら
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
、

i
r
E民
・
が
純
粋
な
形
式
で
、
日
4
・
H
R
は
そ
れ
を

拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
向
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
も
と
ず
い
て
、
守
-

H

同-
w
H
H

「
戸
Nω

噌
ピ
「
ωω
同
・
が
、
福
音
書
記
者
マ
ル

に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。

コ
の
神
学
を
反
映
す
る
箇
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

「
種
ま
き
の
警
」
の
箇
所
に
表
わ
れ
た
マ
ル
コ
の
神
学
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
問
題
は
、
十
節
か
ら
十
二
節
ま
で
の
箇
所
を
、
前

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
警
論

後
の
脈
絡
の
中
で
ど
う
扱
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
箇
所
の
司
ξ
R
Eぷ
は
本
来
の
壁
面
の
意
味
で
は
な
か
っ
た

マ
ル
コ
が
そ
れ
を
誤
解
し
て
こ
こ
に
挿
入
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、

エ
レ
ミ
ア
ス
は
、

マ
ル
ク
ス
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
あ
ま
り

に
単
純
な
」
解
決
で
あ
る
o

マ
ル
ク
ス
セ

γ
は、

号、
ahrぷ
が
こ
こ
で
は
自
由
四
回
目
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

エ
レ
ミ

ア
ス
に
同
意
す
る
が
、

そ
れ
を
マ
ル
コ
の
誤
解
に
帰
す
る
こ
と
を
せ
ず
、

「
福
音
書
記
者
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
」
と
考
え
る
。

月ぬもミ
ω
。
ぷ
は
、
目
白
山
即
日
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
o

マ
ル
グ
ス
セ
シ

従
っ

て
、
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
、

の
考
え
で
は
、
警
は
、
元
来
、
具
体
的
な
状
況
に
お
い
て
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
伝
承
さ
れ
た
も
の
は
、
警
そ
れ
自
体
だ
け
で
あ
っ

て
、
情
景
の
枠
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
次
第
に
、
警
の
本
来
の
一
義
性
は
、

て
、
警
は
、

B
田
町
田
-
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
o

不
明
瞭
な
要
素
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
て
行
く
。
従
っ

マ
ル
グ
ス
セ
ン
の
説
は
、

「
マ
ル
コ
の
誤
解
」

と
い
う
安
易
な
推
測
を
前
提
と
す
る
こ
と
な
し
に
問
題
を
解
く
点
で
す
ぐ
れ
て
お
り
、

十
分
に
考
え
ら
れ
る
o
G
-
H
・
ブ
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ル
コ
自
身
に
よ
る
構
成
と
考
え
、

マ
ル
コ
が
月
Q
もQ
k
r
ぷ
を
目
白
白
色
と
し
て
理
解
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

(
凶
)

マ
ル
グ
ス
セ

γ
の
主
張
の
線
に
そ
っ
て
い
る
o

し
か
し
、
ブ
l
バ
イ
ヤ
ー
は
、
呂
町
・

2
・
5
1
5
を
マ

形
式
や
言
葉
づ
か
い
も
マ
ル
コ
自
身
の
も
の
で
あ
る
と
す
お
「

」
れ
は
、

明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ

説
得
力
を
持
っ
て
い
る
o

ー
バ
イ
ヤ
ー
の
考
え
も
、
大
体
、

る
。
言
葉
自
体
は
、

マ
ル
コ
以
前
の
教
団
の
伝
承
に
属
し
て
お
り
、

そ
れ
を
こ
こ
へ
挿
入
し
た
と
こ
ろ
に
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
の
意
図
を

見
る
と
い
う
の
が
妥
当
な
考
え
方
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

E
-
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
は
、

」
れ
と
は
異
な
っ
た
見
解
を
一
示
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、

呂町・

2
・
H18
の
伝
承
過
程
は
、

ま
ず
第
一
段
階
で
、
警
の
解
釈
、

十
節
の
も
と
の
形
、

十
三
節
の
初
め
の
部
分
が
附
加
さ
れ
、

次
に
第
二
段
階
で
、

十
節
が
変
形
さ
れ

て
、
十
一
節
、
十
二
節
が
附
加
さ
れ
、
最
後
に
第
三
段
惜
で
、
十
三
節
後
半
が
附
加
さ
れ
る
o

十
三
節
後
半
の
附
加
に
よ
っ
て
、
十
二
弟



子
も
ま
た
無
理
解
な
者
に
属
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

で
あ
る
。

」
の
箇
所
は
、

内
容
的
に

z
r・
4zr
弓
民
・
と
関
連
し
て
い
る
の

こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
の
考
え
は
、

十
一
節
、
十
二
節
と
十
三
節
と
の
間
に
あ
る
一
種
の
矛
盾
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
o

し
か
し
、
十
三
節
は
、
も
し
十
一
節
、

十
二
節
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

十
節
の
聞
い
に
対
す
る
答
と
し
て
、

全
く
自
然
で
あ
る
。

十

節
、
十
二
節
の
附
加
に
よ
っ
て
、

内
容
的
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、

神
の
国
の

E
q叶
守
向
。
ヒ
を
与
え
る
と
い
う
こ

と
が
、

十
三
節
以
下
の
解
き
明
か
し
で
具
体
的
に
一
示
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
十
一
節
、
十
二
節
の
内
容
を
修
正
し
て
、
弟
子
の

る
o
-
4
・
ω品
、
も
、

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア

l
の
説
に
と
っ
て
は
、

十
三
節
の
よ
う
な
ま
、
ぎ
ら
わ
し
い
言
葉
の
附
加
よ
り
も
、

不
利
な
材
料
と
な
る
o

も
っ
と
効
果
的
な
方
法
が
あ
り
そ
う
で
あ

無
理
解
を
強
調
す
る
た
め
な
ら
、

ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
は
、
伝
承
過
程
の
分
析
を
、

マ
ル
コ
の
神
学
と
彼
が
考
え
る
と
こ
ろ
の
も
の
へ
展
開
さ
せ
る
。
被
に
よ
れ
ば
、

円ミr

一115-

ル
コ
の
神
学
の
中
心
は
、
「
イ
エ
ス
の
後
に
従
う
こ
と
」

(
Z
S正
。
-m巾)

エ
ス
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

で
あ
る
。

即
ち
、
そ
れ
は
、

イ
エ
ス
の
道
に
従
う
者
の
み
が
イ

マ
ル
コ
の
神
学
全
体
に
関
す
る
そ
の
よ
う
な
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ア
ー
の
把
握
は
、

多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い
る
が
、

ま
た
別
な
方
向
か
ら
、
あ
ら
た
め
で
と
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
セ

γ
は
、
前
述
の
分
析
に
も
と
ず
き
、
こ
の
箇
所
に
表
わ
れ
た
マ
ル
コ
の
神
学
を
、
伝
統
的
な
「
メ
シ
ア
の

秘
密
」
の
そ
テ
ィ

l
フ
と
の
関
連
で
把
握
し
よ
う
と
す
る
。
マ
ル
グ
ス
セ

γ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
モ
テ
ィ

l
フ
は
、
福
音
書
記
者
の
現
在
の

う
ち
に
「
生
活
の
座
」
を
持
つ
。
現
在
は
、
宣
教
に
お
い
て
メ
シ
ア
の
秘
密
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は

-
5
3守
h
S
で
あ
る
。
し
か
し
、
黙

示
文
学
の
場
合
と
異
な
り
、
こ
の
宮
司
守
円
。
て
に
つ
い
て
は
、
沈
黙
命
令
が
破
ら
れ
る
。
即
ち
、
宣
教
は
、
ば
岳
包
H
H
H

巾
何
日
出
℃
}
戸
山
口
広
ョ
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
o

そ
れ
に
対
し
て
、

マ
ル
ク
ス
セ

γ
は、

F
4
・
N
H
N
ω

が
そ
の
こ
と
を
示
す
と
考
え
、
こ
の
箇
所
を
マ
ル
コ
に
よ
る
挿
入
と
み
な
し
て

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
出
唱
す
込
嗣

い
る
。マ

ル
ク
ス
セ
ン
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
大
体
に
お
い
て
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
が
云
r--4・
H
H
H

・
に
所
謂

3
1
0
H
2
2
r
a

E
何回

F
8巳
へ
(
頑
迷
説
)
を
全
く
認
め
よ
う
と
し
な
い
の
は
理
解
し
難
い
。
〈
2
2
2
r
E
H関与
r
g
H
5
は
、
周
知
の
如
く
、
新
約
で
は
、

岡
山

OB--阿
l

自
に
典
型
的
に
表
わ
れ
て
い
る
o

即
ち
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
神
は
、

救
い
が
異
邦
人
に
及
ぶ
た
め
に
、

一
部
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人

を
か
た
く
な
に
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
異
邦
人
が
全
部
救
わ
れ
る
に
至
る
時
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
最
後
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
は
す
べ
て

救
わ
れ
る
と
さ
れ
る
o

冨
F
・
2
尽
に
引
用
さ
れ
た
イ
ザ
ヤ
の
召
命
記
事
の
一
部

q
g
-
i
R
)

出岳町
OH肢
を
述
べ
た
箇
所
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
旧
約
に
お
い
て
〈
2
・2
2
wロロ勾

ユ
l
リ
ヅ
ヘ
ル
以
来
、

Z
F・
2
・H

ロ
・
と
〈
巾
同
印
HonKHHロ関与
Z
C
H
5
と
の
関
連
は
、

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

0
・
シ

一116-

ユ
ミ

l
デ
ル
と

H
-
F
-
フ
ォ
ン
・
ゾ

I
Jア
ン
と
は
、
マ
ル
コ
と
原
マ
ル
コ
と
を
区
別
し
、
〈
2
2
2
r戸
口

m
m
F
8
1巾
を
と
り
入
れ
た
の
は

パ
ウ
ロ
に
関
心
を
寄
せ
る
修
正
者
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、

冨
「
・
守
-

H

H

『
が
パ
ウ
ロ
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
認

マ
ル
コ
を
パ
ウ
ロ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

支
持
を
得
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
編
集
史
的
方
法
を
用
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、
も
う
一
度
こ
の
問
題
を
考
え
な
お
す
余
地
が
あ
る
。

A
-
ロ
ア
ジ
ー
も
、

め
、
こ
れ
を
、
福
音
書
記
者
に
で
は
な
く
、
後
代
の
編
集
者
に
帰
し
た
。

一
般
に
、

マ
ル
コ
に
お
い
て
は
、

同
号
、
白
石
。
主
、
が
白
山
由
主
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

〈
2
2
2
rロロ
m町
田
手
間

OHぽ
を
結
び
つ
け
て

も
、
司
自
宅
Q
E
Z
や
の
目
的
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
に
な
る
o

冨
F

2・
の
枠
は
、

は
、
さ
し
あ
た
り
ユ
ダ
ヤ
人
を
指
し
て
お
り
、

ュ
、
ダ
ヤ
的
環
境
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
「
ほ
か
の
者
た
ち
」

ま
た
、
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」
全
体
は
、
異
邦
人
的
環
境
か
ら
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
〈
2
2
2
7ロ
ロ
何
回
忌
g
氏
。
を
と
り
入
れ
る
理
由
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

見
。

B
・
可
i
H
一
に
お
い
て
も
、

3
2守
へ
き
と
い
う
言
葉

が
現
わ
れ
る
が

(
凶
「

N
印
)
、

」
れ
は
、

γ
向
日
内
・
守
・
戸
に
お
け
る
な
口
百
守

hE
と
同
じ
意
味
で
は
な
い

o
H
N
O
B
-
M
P
N切
の
宮
司
守
S
ヒ
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マ
ル
コ
の
血
管
論

(
見
)
周
知
の
如
く
、

M
・
デ
イ
ベ
リ
ウ
ス
は
、
「
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
」

を

♂

5
切
戸
口
「
仏
め
片
岡

o
z
-
5
3
何回

)
G
E巳
2
3
と
呼
ん
だ
。
云
-

OHr巾
}H口
ω
-
b凡
司
、
己
、
、
s
h
h
h円
E
S
H向

hHAW伯
尚
喜
お
Ah氏
支
喜
♂

5
5
w

HUmmuJω
・
NωN
・

(
m刀
)

〈

巾

円

凹

門

D
口

rgmω
任命
O
同
町
内
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
パ
ウ
ロ
の
歴
史
観

1

所
謂

R
4
2由同
o
n
w
E
m回
F
S
H
-内
、
を
め
ぐ
っ
て
」
、
北
海
道
大
学
哲
学

会
「
哲
学
』
第
二
号
、
一
九
六
五
年
、
二
四
|
四

O
頁
。

(ω)
何
回
2
5
b
g
て
q
a
b町宮ミ
AhhbEbN司
還
な
誌
、
山
口

S
M
2
2
E
S
S
F

N
W
N
h
司

2wHug-

四
、
結

語

(
川
町
)
〉
・
』
EFn}HR・

--v・円九
H-wω
・
HAFA山口・・

(臼

)
k
r
a
∞円
7
4〈
白
一
昨

N
E
。
、
・
門
戸
wω
・
ωω
晶
、
遠
藤
・
森
田
訳
(
中
)
一
九
五

頁。

(臼
)

N

b

ミ
--m-
足。
w

遠
藤
・
森
田
訳
(
下
)
二

O
八
頁
。

(
川
目
)
編
集
史
的
方
法
を
考
慮
に
入
れ
て
〈

2
え

onE口
問
見

Z
R
5
の

問

題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、

J
-
グ
ニ
ル
カ
の
研
究
が
あ
る
。

』・のロロ
r
p
N
)な
て
司
、
h
H
R
P
R夕
刊
旬
、
白
間
目
的

~Lr由民日旬町
w

日

W
I
N
G
S

札
号
、
同
コ
恥
同
口
な
h
刊
な
丸
町
、
.
句
、
一
誌
口
、
足
砕
町
、
.
呂
町
H

・
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こ
の
論
文
の
意
図
は
、
イ
エ
ス
の
壁
面
の
記
事
に
表
わ
れ
た
福
音
書
記
者
マ
ル
コ
の
神
学
を
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
の

母
国
の
伝
承
を
マ
ル
コ
が
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
を
問
う
こ
と
で
あ
り
、
警
の
内
容
よ
り
も
、
警
と
い
う
説
話
形
式
そ
の
も
の
を
マ
ル
コ
が

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
か
が
問
題
の
中
心
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
ま
ず
、
マ
ル
コ
の
神
学
を
反
映
す
る
箇
所
と
し
て
、

F

R
u
H
H
?
ω
声
、
が
あ
げ
ら
れ
る
0

4
比

-
E
1
5
も
そ
れ
と
共
に
扱
わ
れ
て
よ
い
し
、
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
セ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
守
・
戸

8
w

N
え
・
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
マ
ル
コ
の
神
学
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
、
こ

れ
ら
が
マ
ル
コ
の
作
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
伝
承
を
組
み
合
わ
せ
る
仕
方
に
マ
ル
コ
の
神
学
が
表
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

う
る
の
で
あ
る
。

問
題
の
箇
所
の
中
で
、
特
に

-
4
4
H
H
同
・
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、

2
3
h
rぷ
を
自
由
仰
向
日
と
し
て
理
解
し
て
い
る
こ

マ
ル
コ
は
、



と
が
明
ら
か
に
な
る
。

し
か
も
、

そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
肖
S
V
R
Eぷ
は
、
〈
巾
門
出

gn}内
ロ
ロ
関
与
}
凶
作
。
片
山
巾
と
結
び
つ
け
ら
れ
、

一
種
の
秘

密
の
モ
テ
ィ

l
フ
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
o

ぞ・

ω
民

も

こ
れ
と
同
様
の
意
図
に
も
と
ず
く
叙
述
で
あ
る
o

二
十
四
節
に
よ
れ
ば
、

イ
エ
ス
の
言
葉
は
、
す
べ
て
片
足
も

R
T主
、

h
Q
叶
守
、
忘
ヒ
h
H
円

(
Y
J
H
〔
デ
ミ

SSE-Sピ
(
H
J
1

・
H
H
)
u
R
Q
九
日
匂
定
ピ
(
H
J河
川

ω品
)
等
は
、

つ
ま
り
自
由
回
巳
円
で
あ
る
こ
と
に
な
る
o
-
4
・
に
・
で
、
情
景
が
ガ
リ
ラ
ヤ
の
海
ベ
に
設
定
さ

ガ
リ
ラ
ヤ
と
い
う
地
名
に
つ
い
て
の
あ
る
理
解
が
前
提
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
o

秘
密
の
そ
テ
ィ
l
フ
を
示
す
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
く
、

言、円何百三
4

の
意
味
が
弟
子
達
だ
け
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、

円〈
-
Z
I
N
C

が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
即
ち
、
弟
子
達
も
、
解
き
明
か
し
な
し
に
は
悟
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
解
き
明
か
し
に
よ
っ
て
、
弟

子
達
が
真
実
を
理
解
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
弟
子
の
無
理
解
と
い
う
こ
と
は
、
考
慮
さ
れ
て
し
か

る
べ
き
問
題
で
あ
る
o

し
か
し
、

」
こ
で
は
特
に
そ
れ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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関
で
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

マ
ル
コ
に
お
け
る
メ
シ
ア
の
秘
密
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
者
が
論
じ
て
き
た
o

警
の
箇
所
も
、
し
ば
し
ば
メ
シ
ア
の
秘
密
と
の
連

、
、
、
、

マ
ル
ク
ス
セ
ソ
の
論
文
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
国
の
箇
所
か
ら
た
だ
ち
に
、
メ
シ
ア
の
秘
密

む
し
ろ
、
神
の
国
の
秘
密
と
い
っ
た
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
o

し
か

は
出
て
来
な
い

0
2・
ロ
等
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

そ
れ
自
体
の
内
容
は
関
心
を
向
け
ら
れ
ず
、

神
の
国
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
側
か
ら
見
れ
ば
、

し
、
神
の
固
に
つ
い
て
も
、

た
だ
そ
れ
が
来
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
世
界
が
終
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、

さ
し

あ
た
っ
て
は
そ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
o

マ
ル
コ
は
、
終
末
に
対
し
て
、
時
間
的
延
長
を
見
な
い
。
従
っ
て
、

〈
2
浮
o
n
F
E拓国同
r
g
H目
。
を
と
り
入
れ
て
も
、

そ
れ
は
、
パ
ウ
ロ

の
場
合
の
よ
う
に
組
織
的
な
も
の
で
は
な
い
。

マ
ル
コ
の
〈
2
2
0
井
口
ロ
∞
三
宮
O
叶
げ
は
、
人
間
の
見
積
り
を
無
に
す
る
神
の
業
と
い
う
点

北
大
文
学
部
紀
要



マ
ル
コ
の
睦
言
論

に
、
そ
の
中
心
を
持
つ
o

イ
エ
ス
の
出
現
は
、
こ
の
世
界
の
た
だ
中
で
こ
の
世
界
を
終
ら
せ
る
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い

神
の
国
が
始
ま
る
。
マ
ル
コ
に
お
い
て
は
、
そ
の
こ
と
が
秘
密
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
秘
め
ら
れ
た
終
末
に
対
す
る
緊
張
が
、

神
学
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
臼
)
拙
稿
「
マ
ル
コ
福
音
書
に
お
け
る
地
理
的
表
象
ガ
リ
ラ
ヤ
問
題
を

中
心
と
し
て
」

(
斤
∞

)
2
2・
除
、
h

ヒ
白
内
は
、
新
約
に
お
い
て
、
非
常
に
稀
な
言
葉
で
あ
り
、

マ
ル
コ
で
も
、
こ
こ
で
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、

2
2
L
S
E
N・、

マ
ル
コ
の

は
、
こ
の
他
マ
ル
コ
で
は
、
ョ
・

ωゲ

ω
N
W
5
r
ω
ω
・
-
H
-
M
W
N
∞w

H
M
F
H

・
ω
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

(
♂
)
拙
稿
「
マ
ル
コ
の
終
末
観
|
第
十
三
章
の
編
集
史
的
考
察
」

(
一
九
六
七
年
十
一
月
〉
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